
令和４年度
「農泊 食文化海外発信地域」取組計画書

（概要版）

実行組織：ＯＢＡＭＡ食と農の景勝地実行委員会

（別紙様式５）



「農泊 食文化海外発信地域」取組計画書（要約版）

ビジョン･目標

「いただきます」を、味わう 〜海を舞台に〜

（地域の課題）
漁業、漁家民宿の低迷による漁業集落の衰退
（唯一、阿納地区の海上釣堀「ブルーパーク
阿納」は教育旅行施設として人気。漁業、
民宿業の経営状況は安定し後継者も確保）

（課題に対する施策）
・養殖漁業の実施や食品加工文化の地域外発信
・「ブルーパーク阿納」の成功実績を、他の漁
業集落へも横展開

・人材の育成や漁家民宿の整備、着地型ツアー
の開発、SNS等を活用した情報発信 等

（ターゲット国と選定理由）

アメリカ（ 訪日外国人が欧米の中で最多 ）
イタリア（「スローフード運動」「食のまちづくり」の共通理念、ミラノ万博出展によるネットワークを活用）
フランス（ 本市の姉妹都市「奈良市」には仏人観光客多数。「海のある奈良」と言われる小浜市は奈良の魅力に加
え「海の魅力」も提供できることから、仏人が好むバカンスの場として関心を持ってもらえると見込んでいる。）

（ＫＰＩと根拠） 令和８年度

複数日数滞在する外国人観光客（米・伊・仏）４，８００人
（これまでのインバウンド誘客施策の推進により、受入が先行している民宿の宿泊者数をもとにして、今後、内外海地区（若狭湾
沿岸部）全体での受入が進むと仮定して算出）

外国人観光客消費額（米・伊・仏） １億９，０００万円（外国人観光客数をもとに、観光庁統計資料を参考に算出）

漁業所得（小浜市漁業協同組合管内） １億５，５００万円（令和２年度１億４,３１６万円、毎年の統計調査から算出）

（概 要）
福井県の南西部、京都市の真北に位置する小浜市は、日本海側唯一の大規模リアス海岸「若狭湾」の恩恵を受け、発達した地域である。古代より豊富な海産物や

塩を都へ送り、朝廷の食文化を支えた「御食国（みけつくに）」であり、小浜と京都をつなぐ街道群は、「鯖街道」として現在も親しまれ、平成２７年度には「御

食国若狭と鯖街道」として日本遺産に認定されている。

このような歴史的背景をもとに、市内各地区には、現在でも６００を超える「民俗行事」が残り、これらからは、自然を敬い寄り添いながら生き、「いただきま

す」に象徴される「和食の精神」を感じることができる。これらの豊かな地域の文化を支え、食材を生み出す農林水産業、特に漁業においては、多様な漁業と漁家

民宿等の複合経営が行われており、漁家民宿では、新鮮な魚介類と郷土料理をいただくことができる。

市では、誇れる食の歴史と現在も受け継がれている豊かな食や食文化に着目し、平成１２年に「食のまちづくり」を開始した。翌年には全国で初めて食をテーマ

とした条例「小浜市食のまちづくり条例」を制定した。この条例においては食育を重要視し、市民協働のもと多彩な食育事業を展開している。また、ミラノ国際博

覧会では、現地の子ども達を対象にした「キッズ・キッチン」で披露し、参加者、関係者から高く評価された。

さらに、若狭湾に広がる長さ６キロの断崖美と奇岩・洞門である「蘇洞門（そとも）」が、平成２７年にアメリカＣＮＮが選んだ「日本の最も美しい場所３１

選」にも選定されている。

また、令和１２年度末の北陸新幹線全線開通をめざして取り組んでおり、全線が開通すると小浜新幹線駅は全国および世界との交流にも利用されることが想定さ

れる。

このような歴史と新たな時代に向けて準備を進めている小浜市において、我々実行委員会は、「若狭湾」を舞台に、その恵みをい

ただく「小浜の暮らし方」を諸外国の方々に味わっていただけるよう、事業内容を提案する。具体的には、漁家民宿等での滞在を中

心に、海の幸を使った郷土料理を堪能するとともに、小浜市が得意とする食育事業「海の体験学習」や「和食の料理教室」、さらに

は、様々な「民俗行事」で市民と触れ合うことで、深みのある「小浜の暮らし方」を実感していただけるよう、複数の行程を用意し

ている。本事業により、多くの外国人の方々が小浜市を訪れ、有形無形の様々な魅力を「いただきます」と味わっていただけるよう

に、そして、そのことで、現在低迷しつつある小浜の漁業を中心とした第一次産業や漁家民宿に活気が戻り、先人達から受け継いで

きた食と伝統文化が、次世代に繋がることを目指したい。

この実現に向け、令和２年６月に策定した「小浜市新まちづくり構想」や令和３年３月に策定した「第６次小浜市総合計画」に基

づき、着地型ツアーの開発や、予約管理システムの導入、人材の育成など、コンテンツおよび受入体制の両面の充実を図るとともに、

ミラノ国際博覧会で得たネットワークやAI等の先端技術も活用し、誘客に繋げていく。（※内外海地区：漁業集落が集まる若狭湾沿岸部）
漁業集落（阿納区）



（１）伝統行事と食

（３）生涯食育（拠点施設 御食国若狭おばま食文化館） （５）若狭塗箸

（２）新鮮な食材と加工技術

（４）ブルーパーク阿納

（左）放生祭 １２の山車が市内を廻る

（右）鯖寿司
（左）盆行事（精霊船送り）
（右）盆の膳料理

(左）船祝い(右)戸祝いのサバサバ
（棒に黒のらせん状に模様がついて
おり、サバの模様を表現）

（左）ツクリゾメ
（右）稲穂を模したモチバナ

市内には６００を超す、食に関連した民俗行事が残る。これらからは、
自然を敬い寄り添いながら生きる「いただきます」に象徴される「和食
の精神」を感じることが出来る。

四季折々の自然の恵み。特に若狭湾の海
の幸は、古代より天皇や戦国武将など各
時代の権力者にお届けした逸品。現代に

おいても「若狭もの」として、珍重され
ている。

小浜市には、豊かな食材だけでなく、海産物の発
酵食品をはじめとした旬の食材を損なうことなく
いただくための加工技術も集積しており、それは、

食の奥底にある健康につながっている。また、こ
れらを小浜市独自の「食育」の手法で、次代に守
り伝える仕組みも定着している。

へしこ
（塩漬けした鯖を、糠
と塩で漬け込んだ発酵
食品）

なれずし
（へしこからつくる発酵食
品。伊スローフード協会よ
り「味の箱舟」に認定）

若狭小浜小鯛ささ漬
（小鯛の身にうす塩し、
酢でしめた後、杉樽に詰
めたもの。ＧＩ認定）

甘鯛の若狭焼
（ウロコを取らずに、
一塩振って焼いた高級
料理）

（左）濱焼き鯖 （右）なまぐさ汁
（「なまぐさ汁」は。ほぐした焼き鯖を
入れたすまし汁。名前とは異なり、臭み

はなく、鯖の深い旨みが味わえる）

漁家民宿では新鮮な海の幸のご馳走
が並ぶ

御食国若狭おばま食文化館
「和食－日本人の伝統的な食文化」「全国のお雑煮」
「寿司のルーツ」など、テーマごとに、３００点近い見
事な再現料理レプリカが並ぶ。

館内のキッチンスタジオでは、幼児からご高
齢者までを対象に多彩な食育講座、料理教
室が開催されている。

小浜の得意な「食育」の手法により、有形・無形の食文化を次世代に継承して
いる。

漁港内の海上釣り堀と、調理やバーベキューが
できる施設を併設している。若狭湾で養殖した
真鯛を「釣って」「さばいて」「食べる」とい
う一連の体験から、「命をいただく」ことが学
べ、教育旅行先として全国的に注目されている。

ミラノ万博では、日本館内
レストランやフードコート
全てにおいて若狭塗箸が採
用。小浜市の出展の際、来
館者に「若狭塗箸研ぎ出し
体験」を行っていただき、
大盛況であった。

貝殻・卵殻・金箔で模様をつけ
ながら、極上漆を十数回塗り重
ねた後に研ぎ出す“研ぎ出し技
法”を用いている。

小浜市内で生産される塗箸は、国内生産量の８０％を
占める。
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食、農林水産業、地域資源



周遊ルート



（実行組織の体制） （品質の維持・向上および、人材の育成・確保するための体制）

（１）食育、地産地消の推進・食文化の継承に努める３つの女性グループ

（ⅰ）食生活改善推進員連絡協議会（１６０名）
各地区の公民館を拠点に伝承料理教室や食育講座、年に一度、小浜市の
伝承料理約３０品を披露する「健やかふるさと料理の会」も開催。

（ⅱ）グループマーメイド（４０名）

小浜市より食文化館キッチンスタジオの運営を委託され、市民や観光客
を対象にした料理教室を開催。

（ⅲ）キッズ☆サポーター（２０名）

「キッズ・キッチン」「ジュニア・キッチン」の企画、運営を担当。
ミラノ国際博覧会での食育事業にも参加。

（２）食の達人・食の語り部（１７名、４団体）

小浜市の食に関する優れた技術や知恵、知識を市民へ普及し、後継者育
成を目指した認定制度。料理教室や講座で活躍。

（３）小浜地区地域水産業再生委員会・小浜魚商協同組合

漁業者や水産の仲卸業者である「小浜魚商協同組合」、行政等が連携した
組織。仲卸業者や小売業者等の販売力強化・魚価向上を目的としたセミ
ナー等を実施。

（４）小浜市海のまちづくり協議会

小浜市の、山・川・里を含んだ沿岸域の総合的管理を目指し、学識経験者、
ＮＰＯ、漁業者、行政により設立した協議会。
海に関わる若者を中心とした「小浜市海のまちづくり未来会議」を設置し
て、海に関するイベントの開催や企画・運営を行い、ＳＮＳを通じて小浜
の海の魅力を発信している。

（５）内外海地区「海を活かした産業活性化プロジェクト」
内外海地区の８漁村の代表者や行政関係者で組織されたプロジェクトで、
平成２８年度に「内外海地区活性化計画」を策定した。計画の主な内容は
①ガイドセンターや共同加工場などの整備 ②地域性を活かした多様な
体験プログラム開発③法人組織の整備④漁家民宿の環境改善等であり、平
成２９年度から取り組んでいる。

（６）「御食国 食の学校」
市内の農業・漁業・飲食業・まちづくり活動団体・金融機関・行政等で組
織する「小浜市食の人材育成センター」が主体となり、地域おこし協力隊
制度を活用し、本市の持つ魅力ある食資源やこれまで食のまちづくりで
培ってきたノウハウや人脈っを生かした本市ならではの研修ならびに市内
の事業者での実践的な研修を行い、食関連産業の担い手として育成してい
る。

(株)まちづくり小浜 おばま観光局
（重点支援ＤＭＯ候補法人）

・（株）ミフクツーリスト
（旅行業者）
・宿泊施設経営

・若狭塗箸協同組合
（伝統工芸）
・（学）青池学園
（料理専門学校）

≪行 政≫
小浜市役所
商工観光課

農政課・里山里海課・
文化交流課・未来創造課

食のまちづくり課
政策専門員（食 育）
政策専門員（文化遺産）

≪大 学≫
福井県立大学

海洋生物資源学部

・阿納体験民宿組合
（漁家民宿経営・漁業者）
・若狭小浜民宿推進協議会
（漁家民宿経営・漁業者）
・内外海まちづくり協議会
・まちづくり市民グループ（農業者）
・飲食店経営（里山のカフェ）
・ＷＡＣおばま
（市民ボランティアグループ）
・小浜西組まちなみ協議会
（重要伝統的建造物保護組織）
・若狭おばま観光協会

≪コンテンツの提供≫

≪受入れ態勢の整備≫

ＯＢＡＭＡ食と農の景勝地実行委員会

≪外部アドバイザー≫
御食国大使（※）の中で、全国的に活躍され
ている料理人（日・仏・伊・韓・台料理）

（※）御食国大使
小浜市とゆかりのある著名人の方々を、市長が
委嘱する。本市の各施策への提言をはじめ、食
文化館での料理教室の講師など様々な場面で協
力をいただいている。現在７０名

実行組織
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５ヵ年計画


